
Cｼﾘｰｽﾞの特性について（AP-10） 
 

 
ｳﾙﾄﾗﾎﾞﾙﾄ社の「A」ｼﾘｰｽﾞ製品は、動的負荷に対してﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ補正を最適化したDCﾊﾞｲｱｽｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

用として設計されます。複数の同調、非同調されたLCとRCﾌｨﾙﾀは外部ｺﾝﾃﾞﾝｻの必要なしで、低ﾘｯﾌﾟﾙ

を提供します。「A」ｼﾘｰｽﾞ製品は、低速なｺﾝﾃﾞﾝｻ充電用途などに適用できます。立ち上がり時間を計

算するとき、有効出力充電電流は出力電流の66%であり、静電容量への充電は「A」ｼﾘｰｽﾞ製品の内部

静電容量を加えておかなければなりません。 
ｳﾙﾄﾗﾎﾞﾙﾄ社の「C」ｼﾘｰｽﾞ製品は、特にﾊﾟﾙｽ性負荷や大小の容量性負荷への高速充電に対して設計され

ています。DCやACﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸﾙｰﾌﾟは、低いｵｰﾊﾞｰｼｭｰﾄでの速い立ち上がりを可能とします。電流制限

回路は高圧電源ﾊﾟﾜｰｽﾃｰｼﾞを保護すると同時に高い平均的充電電流を維持する為に早急に制限内外に

なるように強化されている。 
「C」ｼﾘｰｽﾞの立ち上がり時間を計算する場合、有効出力充電電流は出力電流の100%となります。

「C」ｼﾘｰｽﾞ製品は「A」ｼﾘｰｽﾞ製品のﾌｨﾙﾀ静電容量の1/2から1/10を備えており、より多くのｴﾈﾙｷﾞｰを

静電容量負荷（「C」Seriesﾃﾞｰﾀｼｰﾄで図F参照）へ供給します。DCﾊﾞｲｱｽの用途で「C」ｼﾘｰｽﾞ製品を

使うときには、ﾌｨﾙﾀとして外部ｺﾝﾃﾞﾝｻを推奨します。 
 

接続： 
 
注意：ｺﾝﾃﾞﾝｻ負荷は、高圧ﾘﾀｰﾝ（ﾋﾟﾝ 8,9）に接続しなければなりません。 

 
 
注意：この高圧電源はｹｰｽに接地する場合、ﾋﾟﾝ8,9へもまた接地しなければなりません。 

 
ｲﾈｰﾌﾞﾙ： 

 
入力電源が印加された後、電源を動作させるｲﾈｰﾌﾞﾙ/ﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙ（ﾋﾟﾝ4）を使用ことにより、高圧出

力を制御する為のTTLﾛｼﾞｯｸ（すなわち、“1”は= ON、“0”は= OFF）の使用が可能となります。 
これは高ｴﾈﾙｷﾞｰ負荷の焼失を防ぐ為の予備ｲﾝﾀｰﾛｯｸや電源停止する機能として使用するのに有益で

す。TTL=1の命令の前にｵｼﾛｽｺｰﾌﾟの外部ｽｲｰﾌﾟﾄﾘｶﾞｰ入力をｲﾈｰﾌﾞﾙ・ﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙに接続することによって

容易に立ち上がり時間を測定できます。（ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾉｰﾄ１参照） 
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立ち上がり時間： 
 
立ち上がり時間は、ﾃﾞｨｽﾁｬｰｼﾞのｽﾀｰﾄから最終調整出力の99%の立ち上がりに必要な時間までを測定

します。しかしながら異なる入力電圧源は立ち上がり時間/ｵｰﾊﾞｰｼｭｰﾄに多少異なった影響を及ぼすの

で、全ての立ち上がりﾃﾞｰﾀは+24VDC入力で測定されています（使用する容量性負荷に依存します）。

外部ｺﾝﾃﾞﾝｻ負荷（CL）に充電を要する立ち上がり時間は、下記に示される公式に従って計算されるこ

とができます： 
 

T = 
(CL+Cint)ｘV

(Ishort)   

 
T    ：規定値の1%以内でms内の立ち上がり時間（ｲﾈｰﾌﾞﾙｺﾏﾝﾄﾞを使用） 
CL   ：μF内での外部負荷静電容量  
Cint  ：内部供給静電容量（ｳﾙﾄﾗﾎﾞﾙﾄ社高圧電源ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ図F参照） 
V    ：0 [V]からｽﾀｰﾄし、ｺﾝﾃﾞﾝｻが充電される電圧 
Ishort ：出力短絡状態で測定されたmA内でのCｼﾘｰｽﾞ電源の出力電流 
 
高電流ﾊﾟﾙｽでのｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ： 
 

Cｼﾘｰｽﾞ製品の出力を短時間での大きな過渡電流放電に使用するときには、ﾕｰｻﾞｰによってはより負

荷 CLから電源を絶縁することを望むときがあります。これは通常高電圧電源の電流制限点以下でﾋﾟｰ

ｸ電流を維持し、高圧電源により平均的な電流が要求されます。高圧電源の高圧出力（ﾋﾟﾝ10＆ﾋﾟﾝ11）
と高圧ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾘﾀｰﾝ（ﾋﾟﾝ8＆ﾋﾟﾝ９）間に直接ﾌｨﾙﾀｰｺﾝﾃﾞﾝｻを追加することによって負荷に最大平均電力

を与えることができます。また10Ω～1kΩの抵抗をHV出力と負荷 CL間に加えることができます。

これはまた特定ﾀｲﾌﾟの負荷を動作するとき高圧出力のﾘﾝｷﾞﾝｸﾞを引き起こし、出力波形でｵｰﾊﾞｰｼｭｰﾄす

る傾向を減らします。（下図参照） 
 

注：ｴﾈﾙｷﾞｰ蓄積ｺﾝﾃﾞﾝｻと絶縁抵抗は高い放電電流状態期間でﾊﾟﾙｽﾄﾞｩﾙｰﾌﾟｺﾝﾄﾛｰﾙし、 
ﾋﾟｰｸ電流を平均化します。それによって、高圧電源がﾋﾟｰｸ電流制限状態の回数を減らします。 
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